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　第 1 図は伊豆大島における水準量の結果である。下段は 1982 年の測量と今回の噴火後の 12

月の測量による伊豆大島噴火に伴う上下変動（仮不動点：岡田検潮所，以下同じ）である。島

の南東部と北西部に 30cm ～ 60cm の沈下が，北東部と南西部に 20 ㎝の隆起が観測された。

この変動は今回の北西－南東方向の割れ目噴火に伴う上下変動であると解釈される。中段，上

段は 1987 年 1 月及び 3 月の水準測量による上下変動である。量的には小さいが，噴火に伴っ

た変動と同じパターンの変動が続いており，余効的な変動と思われる。第 2 図は伊豆大島で噴

火後及び 1979 年の重力測量とによる噴火に伴う重力変化である。ブーゲ勾配を示しており，

大島の地下にマグマが貫入したことを示唆している。

　第 3 図は岡田，布良，油壷験潮場間の月平均潮位差である。

　第 4 図は 1984 年と今回の測量による相模湾地域の水平変動で，伊豆大島の割れ目噴火に伴

う地殻変動が観測された。大島－大島燈台間は 42cm 伸びている。割れ目火口列の延長線を挾

む辺長は伸び，そうでない辺長は縮みとなっており，割れ目噴火に伴う水平変動と調和的であ

る。第 5 図は測量開始以来の総水平変動量である。第 6 図に各辺長の経年変化，第 1 表に観測

データを示す。

　これらの地殻変動の解析から，今回の割れ目噴火は，伊豆大島の地下に長さ 15km，幅

10km（深さ 2 ～ 12km），厚さ 2m のダィク（体積 3 億立方メートル）が，北西－南東方向に

貫入したことで説明できる。
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第 1 図　伊豆大島の上下変動
Fig. 1　Level changes along the coast of the Izu-Oshima Island.
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第 2 図　伊豆大島の重力変化
Fig. 2　Gravity changes at each bench mark.
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第 3 図　岡田，布良，油壷各験潮場問の月平均潮位差
Fig. 3　Differences in monthly mean sea level between tide station pairs from the Okada， Mera and Aburatsubo tide stations.
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第 4 図　相模湾地方精密変歪測量結果（1）1986 年 11 月～ 1987 年 1 月－ 1984 年 11 月～ 12 月
Fig. 4　Results of precise distance measurements in the Sagami Bay district （1） Nov. 1986 ～ Jan. 1987 － Nov. ～ Dec. 1984.
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第 5 図　相模湾地方精密変歪測量結果（2）1986 年 11 月～ 1987 年 1 月－ 1970 年 11 月～ 1971 年 3 月
Fig. 5　Results of precise distance measurements in the Sagami Bay district （2） Nov. 1986 ～ Jan. 1987 － Nov. 1970 ～ Mar. 1971.
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第 6 図　相模湾地方精密変歪測量結果（3）　辺長の経年変化
Fig. 6　Results of precise distance measurements in the Sagami Bay district（3）. Annual change of side lengths.
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表 1.　相模湾地方精密変歪測量結果（4）　観測値一覧表
Table 1　Results of precise distance measurements in the Sagami Bay district.
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